
文部時報可T
CONTENTS 

特集産学官の遍携・協力の推‘

42
資
料

49
産
学
官
共
同
研
究
関
連
用
語
解
説

座
談
会

10

産
学
官
連
携
の
新
し
い
展
開

（
出
席
者
）
小
野
田
武
／
四
ツ
柳
隆
夫
／
小
林
俊
一
／
高
橋
真
理
子

／
（
司
会
）
磯
田
文
雄

ー
一
命
館
大
学

論
文

22

産
学
官
連
携
推
進
と
転
換
期
を
迎
え
た

地

域

共

同

研

究

セ

ン

タ

ー

ェ
ッ
セ
イ

24
地

方

か

ら

新

風

を

板

東

久

美

子

事
例
紹
介
①

26

大
痒
ず
か
ら
産
業
界
へ
の
技
術
移
転
シ
ス
テ
ム
の
構
築

株
式
会
社
先
端
科
学
技
術
イ
ン
キ
ュ
ベ
ー
シ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー

事
例
紹
介
②

28
進
化
す
る
産
学
官
の
連
携
I

事
例
紹
介
③

30
ア
メ
＂
上
ル
の
産
学
連
携

事
例
紹
介
④

32

立庄痒ず呻
9
坤

5
に
お
け
る

ベ

ン

チ

ャ

ー

・

キ

ャ

ピ

タ

ル

の

役

割

日
本
開
発
銀
行

式
会
社
宮
崎
太
陽
キ
ャ
ピ
タ
ル

事
例
紹
介
⑤

34

立
庄
痒
ず
共
国
匹
で
シ
ス
テ
ム
L
S
I
開
発
・
設
計
の

本
格
的
ベ
ン
チ
ャ
ー
会
社
を
設
立
|
ー
株
式
会
社
シ
ン
セ
シ
ス

解
説

36

大
学
と
産
業
界
と
の
連
携
協
力
に
つ
い
て

字
術
国
際
局
研
究
助
成
課
研
究
協
力
室

石
原

修

77
イ
ン
フ
ォ
メ
ー
シ
ョ
ン

82
鑑
賞
席

84
編
集
後
記

6
私
と
教
育
、
私
と
し
つ
け

杉

原

正

ャ
シ
ー
中
島

50
焦
点
ー
文
教
施
策

64
都
道
府
県
発

●
教
育
・
学
術
・
文
化
・
ス
ポ
ー
ツ
ニ
ュ
ー
ス

福
島
県
、
長
野
県
、
岡
山
県
、
福
岡
県

66
科

学

は

い

ま

国

立

極

地

研

究

所

68
現
代
ス
ポ
ー
ツ
あ
れ
こ
れ
ー
ー
ー
ト
ラ
イ
ア
ス
ロ
ン

70
行
っ
て
み
よ
う
や
っ
て
み
よ
う

国
立
山
口
撼
地
少
年
自
然
の
家

72
海
外
教
育
ニ
ュ
ー
ス

74
文
学
の
ふ
る
さ
と
_

76
私
の
選
ん
だ
＿
冊

神
通
川

表

3
文
化
財
紹
介島

根
県
荒
神
谷
遺
跡
出
土
品

表

2
名
作
シ
リ
ー
ズ

聖
ア
ン
ト
ニ
ウ
ス
の
誘
惑

大
杉
谷

5 
イラスト／内部清美・須田博行・室井さと子



は
な
い
か
と
考
え
て
い
る
。

こ
の
よ
う
に
、
地
方
が
特
色
あ
る
新
し
い
産

業
・
技
術
を
創
っ
て
い
ぐ
た
め
に
は
、
知
的
創

造
の
核
で
あ
る
大
学
・
研
究
機
関
の
役
割
が
重

要
で
あ
る
。
こ
れ
か
ら
の
大
学
は
、
教
育
・
研

究
の
ほ
か
に
、
第
三
の
機
能
と
し
て
「
社
会
に

対
す
る
サ
ー
ビ
ス
」
を
意
識
す
る
必
要
が
あ
る

の
で
は
な
い
か
と
思
う
。
も
ち
ろ
ん
、
大
学
は

教
育
・
研
究
を
通
じ
て
も
と
も
と
社
会
に
貢
献

し
て
い
る
も
の
で
あ
る
が
、
よ
り
直
接
的
に
地

域
に
対
す
る
貢
献
や
国
際
貢
献
を
行
う
こ
と
、

社
会
に
対
す
る
教
育
研
究
の
成
果
の
還
元
を
積
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ばんどう・くみこ 昭和52年 4月文部省入省。

文部省学術国際局国際企画課教育文化交流室

長、同生涯学習局婦人教育課長、文化庁文化

部著作権課長等を経て、平成10年4月から現

職。

社
会
全
体
が
大
き
な
変
化
の
時
代
を
迎
え
て

い
る
中
、
「
地
方
」
が
産
業
や
科
学
技
術
の
新
し

い
芽
を
育
て
よ
う
と
い
ま
動
き
出
し
て
い
る
。

地
方
が
大
都
市
圏
に
産
業
や
科
学
技
術
の
あ

ら
ゆ
る
面
で
互
し
て
い
く
の
は
無
理
だ
。
し
か

し
、
そ
れ
ぞ
れ
の
地
方
の
特
色
を
生
か
し
た
「
売

り
」
、
他
に
な
い
き
ら
め
く
も
の
が
必
ず
有
る
、

あ
る
い
は
作
れ
る
は
ず
で
あ
る
。
し
か
も
、
社

会
経
済
の
在
り
方
に
新
し
い
発
想
を
も
た
ら
す

リ
ー
デ
ィ
ン
グ
・
ケ
ー
ス
と
な
り
得
る
も
の
を

打
ち
出
し
て
い
け
る
の
で
は
な
い
か
と
思
う
。

例
え
ば
、
リ
サ
イ
ク
ル
技
術
。
こ
れ
は
、
秋

田
県
に
絶
好
の
例
が
あ
る
。

秋
田
県
は
、
銀
・
銅
な
ど
の
鉱
山
資
源
に
恵

ま
れ
て
い
た
が
、
国
際
競
争
の
激
化
の
中
、
鉱

山
は
す
べ
て
平
成
六
年
ま
で
に
閉
山
し
た
。
し

か
し
、
製
錬
所
は
い
く
つ
か
残
っ
て
お
り
、
ま

た
、
秋
田
大
学
工
学
資
源
学
部
（
平
成
九
年
度

ま
で
は
鉱
山
学
部
）
や
財
団
法
人
秋
田
県
資
源

技
術
開
発
機
構
（
県
等
の
出
資
す
る
第
三
セ
ク

タ
ー
）
に
お
い
て
資
源
関
連
技
術
の
研
究
の
広

範
な
展
開
、
人
材
育
成
の
豊
富
な
実
績
が
あ
る
。

茫
に
汀
う
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い
る
と
思
う
。

特
に
地
方
の
大
学
に
お
い
て
は
、
地
域
社
会
の

課
題
に
対
し
て
ど
の
よ
う
な
貢
献
を
し
得
る
か

か
か

が
大
学
の
浮
沈
に
も
関
わ
る
と
い
え
る
の
で
は

な
い
だ
ろ
う
か
。

新
し
い
風
を
地
方
か
ら
吹
か
せ
る
た
め
に
、

大
学
に
対
す
る
期
待
は
大
き
い
。
秋
田
県
も
平

成
―
一
年
新
し
い
理
工
系
の
県
立
大
学
の
開
学

を
予
定
し
て
い
る
が
、
そ
れ
を
契
機
と
し
て
、

一
層
大
き
な
風
を
起
こ
さ
な
け
れ
ば
と
思
っ
て

、

る

。

＼
 

ば 冨
秋田県副知事

板東久美子

産
学
官
の
連
携
・
協
力
の
推
進

こ
れ
ら
の
知
的
・
物
的
資
産
を
活
用
す
る
新
し

い
道
と
し
て
、
近
年
、
使
用
済
み
の
家
電
製
品

や
自
動
車
部
品
な
ど
か
ら
金
属
を
効
率
的
に
回

収
し
、
利
用
す
る
リ
サ
イ
ク
ル
技
術
の
研
究
開

発
が
産
学
官
の
共
同
に
よ
り
行
わ
れ
て
い
る
。

こ
の
高
い
金
属
回
収
率
を
誇
る
技
術
を
基
に
、

「
地
下
か
ら
で
は
な
く
地
上
の
資
源
か
ら
金
属

を
製
錬
す
る
」
産
業
を
育
て
る
取
組
が
、
製
錬

所
の
あ
る
小
坂
町
や
大
館
市
で
進
め
ら
れ
て
い

る
。
ま
た
、
こ
れ
ら
の
地
域
を
含
む
さ
ら
に
広

範
な
県
北
の
地
域
で
、
そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
の
特

色
に
合
わ
せ
て
様
々
な
廃
棄
物
を
活
用
す
る
技

つ
く

術
・
産
業
を
、
産
学
官
一
体
で
創
っ
て
い
く
「
県

北
部
エ
コ
タ
ウ
ン
構
想
」
を
こ
の
た
び
県
が
ま

と
め
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。
こ
の
エ
コ
タ
ウ
ン
事

業
は
、
通
産
省
・
厚
生
省
の
補
助
に
よ
り
既
に

全
国
数
箇
所
で
実
施
さ
れ
て
い
る
が
、
世
界
自

然
遺
産
の
白
神
山
地
や
十
和
田
・
八
幡
平
国
立

た
ぐ

公
園
の
よ
う
な
類
い
ま
れ
な
自
然
環
境
に
抱
か

れ
た
地
域
に
お
い
て
、
地
域
の
特
性
を
生
か
し

た
資
源
循
環
型
産
業
の
創
出
を
行
う
秋
田
県
北

部
の
構
想
は
、
そ
の
中
で
も
特
色
あ
る
も
の
で

25 
24 
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編

集

▽
今
年
も
―
一
月
三
日
の
「
文
化
の
日
」

を
中
心
と
し
て
‘
―
一
月

l

日
か
ら
七
日

ま
で
は

r
教
育
・
文
化
週
間
」
で
し
た
。

週
間
中
、
文
部
省
関
係
で
は
文
化
功
労
者

顕
彰
式
や
地
域
文
化
功
労
者
表
彰
、
第
五

三
回
芸
術
祭
、
各
地
の
美
術
館
や
博
物
館

の
特
別
展
や
施
設
の
無
料
公
開
等
が
行
わ

れ
ま
し
た
。
そ
の
ほ
か
、
全
国
各
地
で
様
々

な
催
し
が
行
わ
れ
た
り
、
学
校
な
ど
で
は

文
化
祭
も
こ
の
時
期
に
集
中
し
て
行
わ
れ

ま
し
た
。
秋
の
一
日
を
文
化
と
触
れ
合
い

な
が
ら
充
実
し
た
時
間
を
過
ご
さ
れ
た
方

も
多
い
と
思
い
ま
す
。

と
こ
ろ
で
、
大
学
な
ど
の
文
化
祭
（
学

園
祭
）
で
は
、
昔
は
若
者
に
人
気
の
あ
る

歌
手
の
コ
ン
サ
ー
ト
が
文
化
祭
を
盛
り
上

げ
て
い
ま
し
た
。
そ
し
て
、
い
く
つ
も
の

学
校
を
掛
け
持
ち
す
る
歌
手
も
い
た
も
の

で
す
が
、
最
近
の
文
化
祭
で
は
コ
ン
サ
ー

ト
が
減
少
傾
向
に
あ
る
そ
う
で
す
。
理
由

コンピュータネットワークを
利用した文教行政の広報

文部省では、我が国の文教施策等を広く皆

様に紹介するため、インターネットを利用し

て情報を提供しています。

インターネットアドレス：

http:/ /www.monbu.go.jp／（半角入力）

後

記

は
様
々
だ
そ
う
で
す
が
、
こ
れ
も
時
代
の

流
れ
な
の
で
し
ょ
う
か
。

▽
さ
て
、
今
月
の
特
集
は
「
産
学
官
の
連

携
・
協
力
の
推
進
」
で
す
。
産
学
官
の
連

携
に
つ
い
て
は
本
誌
で
も
一
度
「
社
会
と

の
連
携
が
進
む
学
術
研
究
」
と
い
う
テ
ー

マ
で
特
集
を
組
ん
だ
こ
と
が
あ
り
ま
す

（
平
成
八
年
三
月
号
）
が
、
そ
の
後
状
況
も

更
に
進
展
し
、
文
部
省
で
も
、
平
成
九
年

度
か
ら
一

0
年
度
に
か
け
て
、
大
学
等
技

術
移
転
促
進
法
の
制
定
を
は
じ
め
、
様
々

な
制
度
改
善
等
を
行
う
な
ど
、
注
目
を
集

め
て
い
る
こ
と
か
ら
、
今
月
の
特
集
と
し

て
取
り
上
げ
ま
し
た
。

産
学
官
の
連
携
・
協
力
に
つ
い
て
の
現

状
や
今
後
の
取
組
な
ど
に
つ
い
て
様
々
な

視
点
か
ら
御
執
筆
い
た
だ
き
ま
し
た
の
で
、

是
非
御
一
読
い
た
だ
き
、
理
解
を
深
め
て

い
た
だ
け
れ
ば
幸
い
で
す
。

(

K

.

M

)
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